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証
くやしくて涙が出るのは
最後まで投げ出さなかった証
つらくて涙が出るのは
最後まで自分に正直だった証
うれしくて涙が出るのは
自分に一歩勝てた証

小さな奇跡とキセキが重なり合って
今の僕たちがいる
僕たちが生きてきた証は
ずっとここにある
この先離れ離れになったって
僕たちはこの大切な証を

忘れない

月
ぼくたちは
それぞれの未来へ
駆け出したんだ

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和2年度

　　物語

これまで作ってきた物語

人生という物語の
ほんの数ページだけど

これから増えていくページ
ページが増えてるたび
思い出が増えていく
それが私たちの物語
これから作っていく物語

永遠に続く物語

　運命

止まることなく
流れる時間の中で
出会い別れを
くりかえし
僕らは生きていく

何通りも未来はあるけれど

今はただ進むしかない
歩いていかなければならない

一人ひとり進む道
それが
運命なんだ

　時

一秒一分今この瞬間
私たちの人生が過ぎてい
る
後悔しても戻れない
だからこそ
この時を
大切にしよう

　　扉
私たちの目の前には扉がある
前へ進むには
今を乗りこえるには
扉を開けなければならない
その扉をさがして
見つけてどう開けるのか考える
その方法はたった一つではない
どう開けるのか？
悩んで　悩んで
扉をあけて、一歩ふみだす
さぁ　新しい未来へ
今を生きよう

ア
ン
ル
ー

ル

夜
明
け

アンルール

おもしろい人

優しい人

静かな人 ‥‥

この広い世界で個性が輝くこの瞬間を

ずっと覚えていよう

どんなに強い波が　きても

流されないでいたいから

誰にも分からない

自分だけのルール

決めるのは自分自身

縛られなくていい

とらわれなくていい

従わなくていい

自由な世界へ

飛びたつためのアンルール

夜明け

真っ暗だった世界が
だんだんと
明るくなっていく
ここから世界が
始まろうとしている
今こそが一歩踏み出す時だ
私たちの夜明けは近い

令和3年度 令和4年度


